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市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

現
在
市
で
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
道
路
等

の
復
旧
工
事
に
合
わ
せ
、
液
状
化
対
策
も
日
の
出
地
区
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ

り
、
早
期
の
事
業
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
お

り
、
議
会
と
し
て
も
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
、
大
雨
に
よ
り
潮
来
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
再
び
自
然
災
害
の
怖
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
、
関
係
機
関
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
最
小
限
の
被
害
に
留
ま
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
防
災
に
関
し
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
成
し
う

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
企
業
・
住
民
等
と
の
相
互
協
力
に
よ
る
地
道
な
積

み
重
ね
が
、
人
的
被
害
，
経
済
被
害
の
軽
減
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

積
極
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
市
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
潮
来
市
は
、
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
と
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、
若
者
の
定
住
化
、
雇
用
の
確
保
等
、
議
会
で
も
さ
ら
な

る
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
我
々
議
会
議
員
は
、
２
月
に
は
任
期
の
半
分
を
終

え
、
常
任
委
員
等
も
改
選
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
市
政
の
監
視
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

創
意
と
熱
意
を
も
っ
て
市
政
発
展
の
た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

潮
来
市
議
会
議
長　

内　

田　

正　

一

本年もよろしくお願いいたします本年もよろしくお願いいたします
潮来市議会議員一同

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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台風災害関連等補正予算を可決台風災害関連等補正予算を可決

条例の一部改正・制定案を可決条例の一部改正・制定案を可決

12月
定定例会例会

　

平
成
25
第
４
回
定
例
会
は
12
月
３
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
台
風
災
害
、
震
災
復
興
関
連
の
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
工
事
請

負
契
約
等
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
執
行
部
か
ら
の
31
議
案
を
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
議
員
提
案
の
１
議
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
８
人
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

12月３日　 

　～12月20日

主な補正予算（歳出）
台風災害対策関連委託 ２,３５７万円
台風災害道路橋りょう復旧工事等 ９,８２４万円
台風災害小学校法面補修工事 ７,５００万円
市役所庁舎耐震補強工事 ４,０００万円
前川運動公園整備工事 ８５２万円
中央公民館施設改修工事 ７３０万円
国民健康保険被保険者高額療養給付 ４,８００万円
下水道マンホール蓋等調整工事（日の出地区） 1億３,６００万円
日の出地区液状化対策事業計画案作成委託 １,５４０万円
国外犯罪被害者等支援 ５０万円

主な条例改正・制定
◎潮来市医療福祉費支給に関する条例の一部改正
　潮来市医療福祉費制度（マル福）の対象年齢を中学３年生ま
でに拡充するもの。

◎潮来市水道事業給水条例の一部改正
　消費税率及び地方消費税率の引き上げが行われることに伴
い、給水料金及び加入金の消費税額を引き上げるもの。

◎潮来市下水道条例の一部改正
　消費税率及び地方消費税率の引き上げが行われることに伴
い、使用料の消費税額を引き上げるもの。

◎潮来市農業集落排水事業に関する条例の一部改正
　消費税率及び地方消費税率の引き上げが行われることに伴
い、使用料の消費税額を引き上げるもの。

◎潮来市国外犯罪被害者等見舞金の支給に関する条例の制定
　海外旅行等で犯罪被害に遭った潮来市民に対して見舞金を支
給するもの。
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◎目　　的　
　　○「潮来市国外犯罪被害者等見舞金の支給に関する条例」を制定し、被害者又は遺族

に対し見舞金を支給し被害者の保護と福祉の増進を図る。

◎見舞金支給の対象
　　○潮来市内に住所を有し、日本国外（船舶内及び航空機内を除く）において犯罪被害

（死亡又は傷害）を受けた者又はその遺族に対して見舞金を支給する。

◎見舞金の額
　　○遺族見舞金（死亡）　　　　　　　３０万円　　
　　○傷害見舞金（３０日以上入院等）　２０万円

◎見舞金支給の対象とならない場合
　　○被害者の生活基盤が国外にある場合又は国外に長期滞在（９１日以上）の場合
　　○渡航の自粛や危険情報等が出ている国等で被害を受けた場合
　　○被害者が犯罪行為を誘発等した場合
　　○加害者の過失により被害を受けた場合
　　○被害者と加害者との間に親族関係がある場合
　　○被害者の前年度の所得総額が５１２万９千円以上の場合
　　○その他の事情等により見舞金の支給が社会通念上適切でないと認められる場合

◎条例適用の遡及
　　○平成２５年１月１日以後の犯罪被害に対して適用する。

国外犯罪被害者等見舞金支給に関する条例制定国外犯罪被害者等見舞金支給に関する条例制定

条例制定までの経緯
　 平成 25年２月、グアムで起きた無差別殺傷事件により潮来市民が犠牲となりました。
現在国においては、国外での犯罪被害者に対しての支援制度がないため、事件被害者の同
級生らが、支援制度を創設するよう国や自治体に対して要望等を行ってきました。
　潮来市議会にも条例制定を求める請願が提出され、６月定例会で採択し、国への要望活
動を行いました。
　これらを受け、市から「国外犯罪被害者等見舞金支給に関する条例」案が提出され、議
会全員一致で可決しました。
　しかしながら、市の条例だけでは支給額等の限界があるため、今後も国等に対して支援
制度を整備するよう働きかけを行ってまいります。

条　例　の　主　な　内　容条　例　の　主　な　内　容
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医療福祉費支給に関する条例の一部を改正

議員提案「潮来市意見公募手続き条例案」を否決

潮来市医療福祉費支給制度が中学3年生まで拡充されます
　これまで小児マル福の対象は、外来で小学3年生まで、入院のみ中学3年生ま
ででしたが、今回の条例改正により本年4月から、外来、入院ともに中学3年生
まで拡充されました。
　改正に伴い、対象者は約1,600人増加し、約4,000人となります。

　９月定例会に議員から提案され、継続審査となっていた「潮来市意見公募手
続き条例」について、総務委員会において視察研修等を行い審査した結果、委
員会で否決となり、本会議においても討論の末、否決されました。

○反対討論（杉本議員・橋本議員・村山議員・粟飯原議員）
 ・条例等がなくても意見公募は実施している。
・県内で条例化しているのは笠間市だけである。
・条例を制定するのは時期尚早である。
・意見公募に反対ではなく条例化に対して反対
・提案する前に全議員に説明し十分に議論すべき

○賛成討論 （原議員・笠間議員・沼里議員・今泉議員）
・真に開かれた行政運営のためにも条例化すべき
・行政の意思形成過程への市民参加は必要不可欠
・要綱等では議員提案出来ないため条例提案され
ている。
 ・条例化の時期尚早という意見は根拠がない。
・近隣市では要綱があるが、要綱すらできるかわ
からない。

議 員 名 賛　否 議 員 名 賛　否

賛成8・反対 9

後 藤 博 子

村 山 正 光

原　  浩 道

田 崎  　清

沼里真一郎

笠 間 丈 夫

柚 木  　巖

𠮷 川  　俊

橋本きくい

反 対

反 対

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

反 対

賛 成

反 対

反 対

大 平 幸 一

薄 井 征 記

根 本 又 男

今 泉 利 拓

小 沼 英 明

藤 崎 忠 徳

杉 本 俊 一

粟飯原治雄

平成26年４月からの小児マル福制度の内容平成26年４月からの小児マル福制度の内容
○小児マル福支給対象
・通院、入院とも中学３年生まで対象。
　（出生日から15歳に達する日以降最初の３月31日まで）
○医療機関での自己負担額
・医療機関ごとに通院1回600円。月２回（1,200円）を限度。
・医療機関ごとに入院1日300円。月3,000円を限度。
○医療機関での支払い方法
・県内の医療機関では自己負担金のみ支払い。
・県外の医療機関では立て替え払い後に市役所で払い戻しの手続き。
○所得額による支給制限
・所得制限なし。
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質問者　小沼　英明 議員

　タイムラインで被害状況、対策、結果、今後

の策を伺う。

総務課長

　台風26号は、10月15日夜半から16日にかけ

て潮来市に接近し、18時間で293mmの記録的な雨量で

した。

　人的被害はなく、床上床下浸水が50件、家屋の一部

損壊が７件。各地で土砂崩れ、道路の路肩のり面の崩

れ、陥没、冠水などがあり、県道、国道が一時通行止

となりました。前川、稲井川周辺で床上床下浸水が発

生し地元消防団が土のう積みや強制排水を行い、また

津知小学校ではのり面が崩落し、建設業組合により応

急復旧されました。

　市では15日午前10時に災害対策本部を設置、関係部

署に指示しながら、電話対応や被害状況確認を行いま

した。消防団長から全消防団へ出動指示が出され、ま

た市内の各公民館を避難所として開設し、警報解除後

も16日午後９時まで対応に当たりました。今後の対策

として、霞ヶ浦河川事務所、潮来土木事務所等と台風

に備えた事前行動計画の作成に取り組みます。

　強制排水機場の役割は十分に果たせたのか伺

う。

総務課長

　強制排水機場は洪水等による常陸利根川から

前川への逆流を防止し、前川から常陸利根川へ自然流

下時は水門を全開しポンプを停止しています。

　16日午前８時の前川の水位は184㎝で、常陸利根川

より前川の水位が高く自然流下していました。その後

水位が同じになり、８時57分水門閉鎖後に排水ポンプ

を稼働しましたが、内水で急激に水位が上昇し、９時

40分に237㎝となり常陸利根川の水位を超えたため、

９時47分に水門の開操作を行い、20分で前川の水位は

201㎝に下がりました。その後水位を確認しながら、

水門の開閉操作、自然放流を継続的に実施し、17日午

前10時には前川の水位は143㎝になりました。

　排水ポンプは16日午前９時から17日午前９時47分ま

で連続運転を行い、総量63万8,639トンを排水しました。

市長

　今回初めて、大雨に対しての前川排水機場の

稼働となりました。排水操作については、国交省では

しっかりと守られていたと思いますが、水門が全閉す

るまでの30分の間に、水位が急激に上がり前川が一部

氾濫し被害が出てしまったのも事実です。霞ヶ浦河川

事務所には排水操作等の柔軟な運用を要望しました。

質問

答

　

私
共
議
員
と
市
役
所
に
匿
名
で
、
平
成
７
年

に
潮
来
町
議
会
で
決
議
さ
れ
た
兼
業
禁
止
の
申

し
合
わ
せ
の
文
面
と
、
一
議
員
を
指
摘
す
る
よ

う
な
入
札
結
果
を
印
刷
し
た
文
書
が
届
い
た
。

　

地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
、
議
員
の

兼
業
禁
止
規
定
の
内
容
を
改
め
て
伺

う
。

副
市
長

　

市
議
会
議
員
は
市
に
対
し
て
請
負
を

す
る
個
人
、
法
人
の
社
長
や
取
締
役
な
ど
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
兼
業
禁
止
に
該
当
す

る
か
否
か
の
判
断
は
議
会
が
行
な
い
ま
す
。

　

法
人
格
と
個
人
商
店
、
個
人
事
業
主

の
兼
業
禁
止
に
関
す
る
相
違
を
伺
う
。

副
市
長

　

会
社
等
の
場
合
は
、
議
員
が
社
長
等

の
役
員
で
は
な
く
、
ま
た
は
市
か
ら
の
請
負
金

額
が
会
社
の
総
売
り
上
げ
に
対
し
て
４
分
の
１

以
下
で
あ
れ
ば
兼
業
禁
止
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

個
人
経
営
の
場
合
は
請
負
額
の
多
少
を
問
わ

ず
兼
業
禁
止
に
該
当
し
ま
す
。
市
の
工
事
を
受

け
れ
ば
請
負
に
該
当
し
、
ま
た
工
事
以
外
で
も

一
定
の
継
続
性
ま
た
は
反
復
性
を
有
す
る
契
約

も
該
当
し
ま
す
。
単
な
る
一
取
引
、
単
品
取
引

で
あ
れ
ば
該
当
し
ま
せ
ん
。

質
問

質
問 答答 Ｑ２

． 

議
員
の
兼
業
禁
止

に
つ
い
て

Ｑ１． 観測史上最大となった
台風26号

一
般
質
問

質問

答

答
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質問者　原 　浩 道 議員

　

前
川
排
水
機
場
に
お
け
る
10
月
15

日
か
ら
16
日
ま
で
の
時
間
ご
と
の
排

水
ポ
ン
プ
の
稼
働
状
況
並
び
に
排
水
量
、
前

川
水
門
の
開
閉
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

前
川
の
排
水
稼
働
に
つ
い
て
は
、

15
日
は
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
。
16
日
の
稼
働

状
況
等
は
小
沼
議
員
に
答
弁
し
た
と
お
り
で

す
。

　

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
の
対
応
は
16

日
の
朝
８
時
で
す
。
水
が
あ
ふ
れ
出

し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
管
内
の
巡
視
開
始

と
な
っ
て
い
る
。
国
の
方
で
は
前
川
を
見
過

ご
し
て
い
た
と
思
う
。
霞
ヶ
浦
の
氾
濫
危
険

水
位
は
、Ｙ
Ｐ
２
・
５
、前
川
は
Ｙ
Ｐ
１
・
９
０

で
。
国
は
霞
ヶ
浦
を
基
準
と
し
て
見
て
い

て
、
前
川
の
こ
と
は
抜
け
て
い
た
の
だ
と
思

う
。
基
本
的
に
こ
の
水
害
は
国
の
不
手
際
で

あ
っ
て
、
賠
償
を
求
め
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
部
長

　

今
回
の
台
風
26
号
に
関
し
て
様
々

な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
河
川
事
務
所
で
は

前
日
か
ら
徹
夜
で
警
戒
に
あ
た
り
、
事
務
所

の
中
で
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
等
に
よ
り
全
て
監

視
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
前
川
を
軽
視
し
て

い
た
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

16
日
の
８
時
の
時
点
で
は
前
川
の
水
は
順

流
で
、
前
川
か
ら
常
陸
利
根
川
に
流
れ
て
い

ま
し
た
。
順
流
の
と
き
は
水
門
を
開
け
て
お

く
と
い
う
の
が
基
本
で
す
。
水
門
を
閉
め
て

ポ
ン
プ
を
稼
働
す
る
よ
り
も
、
順
流
で
流
し

た
ほ
う
が
は
る
か
に
排
水
能
力
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
９
月
21
日
の
台
風
15
号

の
豪
雨
に
よ
っ
て
木
戸
川
が
増
水

し
、
常
総
市
内
で
床
上
浸
水
等
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
浸
水
被
害
に
対
し
て

常
総
市
は
単
独
で
損
害
賠
償
を
支
払
っ
て
い

ま
す
。
常
総
市
は
水
門
の
管
理
を
国
か
ら
委

託
さ
れ
、
受
託
者
は
常
総
市
長
で
す
。
前
川

の
水
門
の
管
理
は
国
で
あ
り
潮
来
市
は
何
ら

関
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
前
川
の
管
理
は
県

で
、
霞
ヶ
浦
は
国
の
管
理
で
す
。
常
総
市
の

案
件
は
同
じ
で
、
排
水
管
の
ゲ
ー
ト
操
作
の

遅
れ
が
原
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
常
総
市
が
被

害
者
の
家
屋
、
家
財
、
車
両
等
の
損
害
を
賠

償
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
回
の
件
も
住

民
に
か
わ
っ
て
、
被
害
の
調
査
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
国
に
対
し
て
賠
償
を
求
め
て
い
く

べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
今
回
の
水

害
の
教
訓
に
よ
り
国
も
し
っ
か
り
と
対
策
を

と
っ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

総
務
部
長

　

浸
水
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
は
大

変
申
し
わ
け
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
弁

護
士
に
も
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
基
本
的
に
は

損
害
賠
償
請
求
は
被
害
者
本
人
が
請
求
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
か
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ１
．
台
風
26
号
に
伴
う
震
災
被
害
に
つ
い
て

答

答 答 質
問

質
問

その他の質問

◎旧あやめ駐車場への企業誘致に関する経過と今後の進め方について

◎東日本大震災による被災住宅の整備復旧状況について

質
問
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　９月定例会にて潮来市子ども・子育て会議条

例が制定された。会議委員の委嘱などその後の

取り組み状況を伺う。

市民福祉課長

　11月に15名の委員さんに委嘱状を交付し会議

を開催しました。現在子育て世代に対するアンケート調

査を実施しています。

　県担当職員の派遣要請の計画はあるか伺う。

市民福祉課長

　現時点では計画していませんが、必要に応じ

て要請を考えます。

　放課後学童クラブは現在小学何年生まで受け

入れているか。また、夏休み等学校休業日の開

設時間を拡充するなどの保護者のニーズ調査について市

の考えを伺う。

市民福祉課長

　放課後学童クラブは６年生まで受け入れてい

ます。開設時間等は、子ども子育て会議アンケート調査

を参考にしたいと思います。

　本市及び近隣市の潜在保育士の把握と保育士

の処遇改善についての考えを伺う。

市民福祉課長

　潜在保育士については

把握していません。民間の119

名に対して補正予算で一時金の

支給を提案しています。

一
般
質
問

質問者　柚 木　 巖 議員

その他の質問

◎ピロリ菌検査の導入について

　台風26号の大雨により各所で被害をもたらし

たが、市で把握した排水不良個所の対策を伺う。

建設部長

　日の出地区では幹線排水路の整備やポンプ場

を設置し、稲井川は県の土木事務所で改修工事を行いま

す。潮来高校周辺の排水は国交省のほうで詰めていきま

す。洲崎地区、徳島地区は土地改良区と協議していきま

す。

　潮来市防災パンフレットの内容を全市民に周

知するための方策を伺う。

総務課長

　各地区で実施した「いきいきヘルス体操」に

おいて、担当職員が防犯パンフレットにより説明しまし

た。今後も集会等において啓発に努めます。

　県発行の発達障がい者のための防災ハンド

ブックの活用と周知について市の取り組みを伺

う。

市民福祉課長

　防災ハンドブックを活用し、災害時の障がい

者のための対応を関係機関と協議し、広報等により周知

を図ります。

　災害時に活用できる防災安心カードの作成を

提案するが、市の見解を伺う。

総務課長

　災害時要援護者対策事業の一環として、市民

福祉課と連携を図りながら作成に向け検討しています。

質問 質問

答

答

　

こ
の
た
び
潮
来
市
単
独
で
小
児
医
療
福
祉

費
の
対
策
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
が
、
運
用
内
容
を

伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

対
象
世
帯
に
市
独
自
の
受
給
者
証
を
発
行

し
ま
す
。
県
内
医
療
機
関
で
は
、
患
者
さ
ん
の
立
て
か

え
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
者
へ
の
周
知
等
、
準
備

を
進
め
ま
す
。

　

本
市
で
の
０
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の

人
数
、
拡
充
対
象
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
人
数
。
拡
充
に
よ
る
市
の
負
担
増
に
な

る
試
算
額
を
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

０
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
約
２
、２
０
０

人
。
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
人
数
が
約

１
、６
０
０
人
。

　

対
象
者
の
拡
充
に
よ
り
約
１
、８
０
０
万
円
の
負
担

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

小
児
医
療
の
現
状
と
医
師
会
と
の
連
携
を

伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

小
児
科
医
の
不
足
は
全
国
的
な
問
題
で

す
。
潮
来
市
内
で
は
内
科
診
療
と
の
併
用
。
鹿
嶋
市
医

師
会
の
夜
間
小
児
救
急
診
療
所
は
、
潮
来
市
民
も
受
診

で
き
ま
す
。
ま
た
神
栖
済
生
会
病
院
で
は
、
24
時
間
体

制
で
の
小
児
救
急
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

質
問答 Ｑ２

． 

小
児
医
療
費
助
成

     

（
マ
ル
福
）
の
拡
充
に

     

つ
い
て

Ｑ３． 潮来市子ども子育て
会議について

Ｑ１． 防災対策について

質問

質問

答

答

質問

答

質問

答

質
問答質

問答

質問

質問

答

答
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質問者　大平　幸一 議員

　

現
在
ど
の
よ
う
な
業
者
に
絞
り
、
誘
致
活
動
を
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

潮
来
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
で
は
流
通
倉
庫
系
用
途
の
立
地
、
潮
来

駅
周
辺
商
業
用
地
に
つ
い
て
は
商
業
店
舗
系
用
途
の
立
地
、
潮
来
工
業

団
地
に
つ
い
て
は
製
造
系
用
途
の
立
地
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

潮
来
市
に
は
ど
の
よ
う
な
業
種
の
企
業
が
最
適
か
副
市
長
に

伺
う
。

副
市
長

　

雇
用
創
出
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
の
経
済
政

策
や
各
種
制
度
、
企
業
の
情
報
入
手
に
努
め
な
が
ら
企
業
誘
致
を
進
め

ま
す
。
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
に
72
社
に
企
業
立
地
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問答 Ｑ３
． 

企
業
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ４
． 

防
災
に
つ
い
て

　

11
月
に
実
施
し
た
防
災
訓
練
の

結
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

総
務
課
長

　

今
回
は
携
帯
電
話
が
使
用
で
き

な
い
と
い
う
想
定
で
訓
練
し
ま
し
た
。
牛

堀
地
区
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
避
難
参

集
訓
練
、
要
援
護
者
の
方
の
安
否
訓
練
、

地
域
の
被
害
状
況
調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
牛
堀
小
学
校
全
児
童
約
300
名
が

参
加
し
、
市
全
体
で
は
自
主
防
災
組
織
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
３
、８
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

　

訓
練
の
目
的
は
住
民
の
方
々
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
災
害
時
の
迅
速

か
つ
適
切
な
防
災
行
動
力
の
向
上
で
す
の
で
、
訓
練
内
容
を
検
証
し
な

が
ら
次
年
度
以
降
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　高齢者を狙った送りつけや振り込め詐欺等が

急増しているが、今後の対策を伺う。

総務課長

　被害防止の啓発パンフレット等の配布や区長

回覧によるチラシ回覧。各広報紙等で詐欺防止等の啓

発に努めます。

　消費者教育推進計画を今後どのように進める

のか伺う。

総務課長

　消費者教育の推進に関する法律があり、茨城

県の動向を見据えながら検討していきます。

Ｑ２． 消費者問題について

答

質問

答

質問

答
質
問答

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域

は
何
件
指
定
さ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
緊
急
時
の
対
象

エ
リ
ア
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で

き
て
い
る
の
か
伺
う
。

都
市
計
画
課
長

　

市
内
の
指
定
土
砂
災

害
計
画
区
域
は
77
カ
所
で
す
。

エ
リ
ア
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策

定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

横
須
賀
東
の
上
戸

川
、
西
丁
地
区
の
国
道

51
号
の
り
面
の
土
砂
崩
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
の
恒
久
的
な

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

常
陸
河
川
国
道
事
務

所
に
お
い
て
、
本
復
旧
の
た
め

の
詳
細
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

年
度
内
の
本
復
旧
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
地
盤
内
の
排
水
対

策
、
地
盤
補
強
を
検
討
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｕ
字
溝
の
深
さ
を
倍

に
す
る
、
の
り
面
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
こ
と
を
国

交
省
に
要
望
で
き
な
い
か
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

国
で
も
排
水
が
主
な

原
因
と
考
え
て
お
り
、
災
害
防

止
の
観
点
か
ら
も
改
善
に
対
し

て
は
強
く
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

前
川
排
水
機
場
の
初

動
処
理
に
つ
い
て
、
前

川
の
状
況
を
確
認
す
る
専
門
担

当
員
を
決
め
て
あ
っ
た
の
か
伺

う
。

総
務
課
長

　

操
作
要
領
に
基
づ
き

国
交
省
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
で
は
駄
目
だ
っ
た
わ

け
で
あ
り
、
今
後
の
進
め
方
を

伺
う
。

総
務
部
長

　

前
川
排
水
施
設
操
作

要
項
が
国
交
省
で
定
め
ら
れ
て

お
り
市
は
操
作
す
る
権
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
交
省
の
方
で
努

力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

土
砂
崩
れ
が
発
生
し

た
と
こ
ろ
の
今
後
の
対

策
を
伺
う
。

都
市
計
画
課
長

　

茨
城
県
の
急
傾
斜
対

策
事
業
と
し
て
の
実
施
が
第
一

優
先
で
す
。
緊
急
性
、
危
険
性

を
考
慮
し
事
業
要
望
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

Ｑ１
． 

台
風
26
号
に
つ
い
て

質
問答

再
質
問

質
問答

質
問答

答

質
問答質

問答

質
問
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地
元
の
関
係
住
民
の
経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
、
茨
城
県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
に
よ
る
支
援

を
考
え
、
県
に
働
き
か
け
て
み
て
は
ど
う
か
。
市
の
考
え

を
伺
う
。上

下
水
道
課
長

　

県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既

に
平
成
26
年
度
の
県
政
に
対
す
る
要
望
と
し
て
提
出
し
て

ご
ざ
い
ま
す
。
要
望
内
容
は
、
霞
ヶ
浦
及
び
北
浦
な
ど
の

水
質
浄
化
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
い
る
水
洗
化
の
改
築
費
や
合
併
浄
化
槽
の
設
置
の
補
助

金
等
の
継
続
と
拡
大
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
湖
沼
環
境
税
は
公
共
下
水
道
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
の
か
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

公
共
下
水
道
の
接
続
の
推
進
と
し
て
、
現
在
も

森
林
湖
沼
税
で
、
接
続
し
た
世
帯
に
対
し
て
の
補
助
が
出

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
拡
充
も
含
め
て
要
望
し
て
い
ま

す
。
現
在
県
の
ほ
う
で
各
自
治
体
と
調
整
し
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。

　

お
土
産
は
あ
る
と
期
待
し
て
も
よ
ろ
し
い
か
。

上
下
水
道
課
長

　

茨
城
県
議
会
の
ほ
う
で
最
終
的
に
決
定
し
な
い

と
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
が
言
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
が
、
引
き
続
き
潮
来
市
と
し
て
も
要
望
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

質問者　今泉　利拓 議員

Ｑ２
．
新
宮
地
区
、
水
原
地
区

で
の
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
い
て

答答 質
問

質
問

質
問

Ｑ１． 台風26号被災民家への
救済について

その他の質問　◎台風襲来時、前川と常陸利根川との水位差への対応について

　　　　　　　◎前川排水機場の運転開始指示の判断は的確だったか

　　　　　　　◎北浦の水の汚染度について

　　　　　　　◎北浦流域の自治体５市での統一事業「水質浄化」の成果について

　　　　　　　◎平成 26 年度の市道整備箇所の決定条件について

　　　　　　　◎平成 26 年度の公園遊具設置の決定条件について

　　　　　　　◎高齢交通弱者に対する「タクシー初乗り料金助成金」の導入について

答

　潮来市の罹災救助基金での救済はできない

か伺う。

市民福祉課長

　罹災救済基金の制度運用については、罹災

救済基金管理規則によるもので、規定では応急的な

救済の必要がある場合、日用生活物品等の給付や相

当する金額を給付するということになっています。

現在の運用については、日赤物品の支給が足りない

ときに補給する制度というような意味合いがござい

ます。

　市民の被災総額を市でまとめて、国や県に

要求し、賠償金を支払ってもらうことを考え

てはどうか。

総務課長

　弁護士に相談させていただいたところ、損

害賠償については、被害者本人の請求ということで

すので、市からの要求は考えてございません。

質問

答

質問

答
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質問者　後藤　博子 議員

　

日
の
出
地
区
道
路
事
業
、
市
道
１
級

12
号
線
、
１
級
13
号
線
の
電
柱
類
地
中

化
と
市
道
１
級
12
号
線
、
１
級
13
号
線
、
１
級

14
号
線
の
地
下
水
低
下
工
法
に
よ
る
液
状
化
対

策
事
業
の
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う

道
路
建
設
課
長

　

現
在
は
雨
水
幹
線
排
水
路
を
車
道
に

敷
設
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
柱
地
中

化
は
、
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
と
協
議
を
進

め
、
平
成
27
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

都
市
計
画
課
長

　

地
下
水
低
下
工
法
は
、
地
下
水
を
３

ｍ
程
度
の
深
さ
ま
で
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
液

状
化
の
発
生
が
抑
制
す
る
も
の
で
、
地
下
約
３

ｍ
に
暗
渠
管
を
埋
設
し
、
地
下
水
を
自
然
流
下

に
よ
り
一
極
に
集
め
、
常
陸
利
根
川
へ
排
水
し

ま
す
。
日
の
出
地
区
土
地
所
有
者
の
約
95
％
の

同
意
が
得
ら
れ
、
対
策
事
業
に
着
手
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
28
年
３
月
の
整
備
完
了
に
向
け
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

液
状
化
対
策
事
業
、
地
下
水
対
策
事

業
で
は
十
番
地
区
に
新
た
に
貯
水
池
と

ポ
ン
プ
場
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
貯

水
池
の
容
量
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

貯
水
池
の
容
量
は
、
面
積
１
、１
３
５

㎡
、
深
さ
2.1
ｍ
で
、
約
２
、３
０
０
㎥
で
す
。ポ

ン
プ
場
は
、
１
分
間
で
１
０
７
・
４
㎥
が
排
出
で

き
、
貯
水
池
２
、３
０
０
㎥
で
あ
れ
ば
、
約
20
分

程
度
で
く
み
上
げ
で
き
る
能
力
で
す
。

　

幹
線
排
水
路
の
整
備
や
十
番
排
水
ポ

ン
プ
場
に
よ
り
、
日
の
出
地
区
の
懸
案

で
あ
る
雨
水
対
策
も
改
善
さ
れ
る
か
。
ま
た
、

10
月
の
台
風
26
号
等
の
大
雨
に
は
対
応
可
能
で

あ
る
か
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

雨
水
排
水
の
対
策
も
大
き
く
改
善
さ

れ
ま
す
。
既
設
の
日
の
出
雨
水
ポ
ン
プ
場
と
十

番
ポ
ン
プ
場
の
２
カ
所
か
ら
排
水
が
で
き
ま
す
。

　

台
風
26
号
に
よ
る
大
雨
で
は
、
時
間
最
大
で

40
ミ
リ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
十
番
排
水
ポ
ン

プ
場
は
１
時
間
約
50
ミ
リ
ま
で
の
降
雨
量
に
対

応
し
て
お
り
、
大
雨
に
も
対
応
可
能
な
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ１
． 

日
の
出
地
区
の
道
路
復
旧
・
復
興
工
事
と
液
状

化
対
策
に
つ
い
て

　平成25年２月にグアムで発生した無差別殺人事件に

おいて、５月には請願が提出され、その後国への意見

書提出。潮来市では独自に海外での犯罪被害者に対す

る支援を措置すると公表された。

　海外犯罪被害者支援について市の対応と支

援内容、今後のスケジュールを伺う。

副市長

　現在、国外での犯罪被害者に対してはの法

律は未整備の状態です。市では国の議論の一考として

国外での犯罪被害者に対する見舞金制度を創設し、自

治体としてできる限りの支援を考えています。

　対象者は国外で犯罪被害を受けた潮来市在住の方と

その遺族の方で、被害者が亡くなられた場合は遺族見

舞金30万円、30日以上入院された場合は傷害見舞金

20万円です。平成25年内に公布、施行を目指します。

　本年２月にグアムで被害に遭われた方は見舞

金支給の対象になるのか伺う。

副市長

　見舞金支給は、平成25年１月１日に遡って

適用しますので支給対象となります。

　不正に申請する場合も考えられると思うが、

どのように対応されるのか伺う。

副市長

　見舞金の支給は、被害者や遺族の方からの

申請と、それらを立証するための書類等を求めます。

不正が判明した場合には、見舞金の返還を請求いたし

ます。

Ｑ２． 犯罪被害者支援について

質問

答

答答 質
問

質
問

その他の質問

◎特別栽培米「潮来あやめちゃん」、早場

米「一番星」について

◎子供の医療費支援策について

◎児童・生徒の市内各施設の訪問について

質
問答

答

答

答

質問

質問

復興事業完成イメージ



12平成25年12月定例議会

質問者　沼里真一郎 議員

　地元消防団では出動の為に機庫前に駐車した

団員の車が水防出動中に水没した。市内で水没

した車の台数は。前川増水時に家が孤立し救助した被

害は。市で被害状況の調査はできないか。

総務課長

　車両水没の報告があったのは夜越川周辺で２

台です。それ以外の車両被害の報告はありませんので

調査は予定していません。

　台風26号時に避難勧告まではいかなくとも、

少なくとも車を含めた避難指示は出せなかった

のか。（27号時には放送配信した。）

総務課長

　台風26号は夜半から早朝にかけてということ

で、防災無線による２次的な被害があってはならない

という判断をしています。27号は昼間の時間帯でした

ので放送しました。

　市と区との災害情報連絡体制・マニュアルは。

総務課長

　災害時の連絡体制、マニュアル等は防災パン

フレットにて作成しています。

　26号時に前川排水機場が雨上がり後の朝９時

になってからの運転経緯。市長が市政報告会で

言った様に、市長が８時30分に行って排水機場の運転

を指示したのか。市長は前日の夜からその時までにど

う行動したのか。

総務課長

　運転経緯については、小沼議員に答弁したと

おりです。

　排水機場運転前に水門を閉めていた30分間に

前川水位が急上昇し床上床下浸水続発に至っ

た。水門を閉めながら運転できなかったのか。

総務課長

　他の議員に答弁したとおりです。

　今後の排水機場運用で市は国交省河川事務所

に何を要望したか。要望事項は26号時の反省を

踏まえたのか。

総務課長

　前川から常陸利根川へ流下しているときでも

排水ポンプを稼働させること。事前に水門を閉めて、

前川の水位をできる限り低下させること。事前に水門

ゲートを水面近くまで下げておくこと。水門を閉鎖し

ながら排水ポンプを稼働させることの４点を要望して

います。

　大雨で水が溢れ易い各場所の改善策は。

道路建設課長

　後明公民館前については排水路改修を行って

います。

　稲井川周辺については茨域県で水の流れをスムーズ

にするために、川底の段差の解消を行うということで

す。徳島地区の堤防沿いは、鰐川に通じる樋門の開閉

を適切に行うことで排水対策に努めてます。

学校教育課長

　津知小学校校庭は、現在２本ある排水路をも

う１本増設することを考えています。

　土のうの26号台風前の備蓄量おおよそは。26

号時、土のうが足りない状態になったが増産体

制は。

総務課長

　台風前は約2,000袋の土のうを備蓄していま

した。今回は市職員と建設業組合で対応しました。

　市防災訓練での市内各区避難集合訓練時に防

災無線で合図できないか。

総務課長

　防災無線のサイレンよりも、内容がわかる放

送のほうが誤解されることもなく、不安を煽ることも

ないと判断しました。

　市内水没被害者への補償を市で手助けできな

いか。国への申請取りまとめや市での補助等。

総務部長

　市としてできることとできないことを判断し

て対応したいと考えています。

質問

質問

答

答

答

質問

Ｑ１． 台風26号27号被害と対応

その他の質問

◎滞納による水道停止時に安否確認を

◎特定秘密情報保護法案

◎ 介護保険要支援見直し・重難病者所得制

限枠ラインによる負担増加（その後改善）

◎ TPPによる地方自治体公共事業への外国企

業参入と減反政策転換

◎県でのマル福医療強化について

一
般
質
問

質問

答

質問

答

答

質問

答

質問

答

質問

答

答

質問

質問

答
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質問者　𠮷 川　 俊 議員

　

質
問　

日
の
出
地
区
幹
線
道
路
液
状

化
対
策
事
業
84
億
６
０
０
万
円
と
日
の

出
地
区
街
路
液
状
化
対
策
事
業
34
億
４
、７
０
５

万
円
は
、
平
成
25
年
度
潮
来
市
主
要
事
業
の
一

つ
。
事
業
の
基
本
的
な
考
え
、
進
め
方
と
進
捗

状
況
及
び
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
住
民
か
ら
の

意
見
、
要
望
、
苦
情
等
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

幹
線
道
路
液
状
化
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
説
明
会
や
議
会
で
答
弁
し
て
い

る
と
お
り
で
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
級
12

号
線
、
１
級
14
号
線
の
液
状
化
対
策
工
事
は
既

に
進
め
て
お
り
、
１
級
13
号
線
に
つ
い
て
も
工

事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

液
状
化
対
策
工
事
に
つ
い
て
は
、
一
日
で
も

早
い
事
業
取
組
み
の
要
望
や
、
雨
水
対
策
に
も

効
果
が
あ
り
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
し

て
い
る
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
施
工
時
の
振

動
、
騒
音
、
迂
回
路
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
す
。都

市
計
画
課
長

　

日
の
出
地
区
街
路
液
状
化
対
策
事
業

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
で
𠮷
川
議
員

の
質
問
に
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ１
． 

日
の
出
地
区
の
復

旧
・
復
興
に
つ
い
て

　気象庁は昨年８月30日から「特別警報」の

運用を開始し、特別警報を発表した場合、新

たに市町村から住民への伝達措置を義務化した。高度

化された情報、防災情報への市長の対応と台風第26号

における潮来市の対応と課題を伺う。

答弁　総務課長

　市民への伝達については、特別警報受信

後、速やかに防災無線、メルマガ、消防団による周

知などあらゆる手段を利用し、迅速かつ正確に市民

に伝えてまいります。

　台風26号については、暗く風雨が激しい中で避

難を呼びかけることは２次災害を招く恐れがあり見

合わせました。今後は時間帯等を見きわめながら周

知してまいります。

Ｑ２． 防災情報への対応につ
いて

　

市
民
ら
500
余
名
の
方
の
署
名
を
添
え
た
北
浦
西
湖
岸
に
発
生
す
る
泡
対
策

に
つ
い
て
の
要
望
書
が
平
成
25
年
７
月
、
潮
来
市
長
宛
て
提
出
さ
れ
た
。
泡

対
策
へ
の
考
え
と
対
応
状
況
及
び
水
質
分
析
結
果
を
含
め
た
湖
沼
及
び
河
川
の
情
報

提
供
の
状
況
と
効
果
を
伺
う
。

環
境
課
長

　

平
成
16
年
の
国
交
省
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
の
調
査
報
告
よ
る
と
、
原
因
は

天
然
の
多
糖
類
、
霞
ヶ
浦
の
藻
や
水
生
植
物
等
が
多
糖
類
の
主
な
原
因
で
す
が
、
そ

れ
が
発
泡
限
界
濃
度
が
超
え
て
い
る
。
霞
ヶ
浦
の
ほ
か
の
発
生
水
域
で
も
発
砲
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
植
物
が
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
、
植
物
か
ら
発
生
し
た
多
糖
類
が

堤
防
等
に
当
た
る
風
に
よ
っ
て
湖
水
が
か
く
は
ん
さ
れ

て
泡
に
な
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
栄
養
化
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、
流
域
一
体
と

な
り
水
質
浄
化
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
泡
対
策
の
第

一
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

湖
沼
、
河
川
の
水
質
検
査
の
状
況
は
、
国
・
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
市
で
も
突
発
的
な

事
故
等
の
際
は
い
ち
早
く
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　

質
問　

市
道
（
牛
）
２
級
３
号
線
改
良
工
事
事
業
の
進
捗
状
況
と
課
題
を

伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

現
在
工
事
の
入
札
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
課
題
に
つ
い
て
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ３
． 

北
浦
西
湖
岸
に
発
生
す
る
泡
対
策
に
つ

い
て

質
問答

質問

答

答答 質
問

そ
の
他
の
質
問

◎
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
名
誉
市
民　

故
村
山
密
氏
に
対
す
る
顕
彰
に
つ
い
て

Ｑ４
． 

台
上
戸
地
内
の
市
道
改
良
工
に
つ
い
て

質
問答



14平成25年12月定例議会 14

　

10　

月

１
〜
２
日　

総
務
委
員
会
行
政
視
察

８
日　

議
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
輪
投
げ
大
会　

議
長

９
〜
10
日　

松
原
神
社
例
大
祭　
　
　
　

議　
　

長 

12
日　

う
し
ぼ
り
・
延
方
幼
稚
園
運
動
会　

関
係
議
員

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

議
会
広
報
委
員
会

19
日　

商
い
創
造
祭　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

19
日　

潮
来
市
青
少
年
の
集
い　
　
　
　

関
係
議
員

20
日　

鹿
行
地
区
消
防
操
法
大
会　
　
　

議　
　

長

22
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
理
事
会　
　

議　
　

長

24
日　

全
員
協
議
会

25
日　

水
戸
神
栖
・
玉
里
水
戸
線
道
路
同
盟
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

25
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会　

議　
　

長

28
日　

担
い
手
育
成
支
援
協
議
会
総
会　

議　
　

長

29
日
〜
30
日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

31
日　

広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修

　

11　

月

１
日　

広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修　

３
日　

各
地
区
市
民
体
育
祭　
　
　

関
係
議
員

５
日　

香
取
・
鹿
嶋
・
潮
来
議
会
交
流
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

６
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会　

議　
　

長

８
日　

市
民
文
化
祭
開
会
式　
　
　

関
係
議
員

８
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会　

議　
　

長

13
日　

潮
来
市
菊
花
展
表
彰
式　
　

議　
　

長

14
日　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

議　
　

長

14
日　

霞
ケ
浦
問
題
協
議
会
40
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

14
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
研
修
会　

関
係
議
員

17
日　

大
生
神
社
例
大
祭　
　
　
　

議　
　

長

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

21
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

22
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

23
日　

国
神
神
社
例
大
祭　
　
　
　

議　
　

長

23
日　

水
郷
お
も
と
名
作
展　
　
　

副

議

長

24
日　

潮
来
市
防
災
訓
練　
　
　
　

全

議

員

26
日　

全
員
協
議
会

28
日　

議
会
運
営
委
員
会　

29
日　

潮
来
市
民
生
児
童
委
員
離
任
式　

議　
　

長

30
日　

潮
来
市
健
康
フ
ェ
ス
タ　
　

関
係
議
員

　

12　

月

２
日　

民
生
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式　

議　
　

長

３
日　

議
会
定
例
会
初
日

４
日　

議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
　

議　
　

長

４
日　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

議　
　

長

８
日　

潮
来
市
区
長
会
研
修　
　
　

議　
　

長

11
日　

議
会
定
例
会
議
案
質
疑

12
日　

総
務
委
員
会  　
　

12
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

13
日　

教
育
福
祉
委
員
会

15
日　

活
躍
す
る
作
家
展　
　
　
　

関
係
議
員

19
日　

議
会
定
例
会
・
一
般
質
問　

 

20
日　

議
会
定
例
会
・
一
般
質
問

21
日　

議
会
定
例
会
最
終
日

21
日　

県
下
一
斉
街
頭
防
犯
活
動　

関
係
議
員

23
日　

故
村
山
密
画
伯
お
別
れ
会　

関
係
議
員

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　

白
石
市
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
審
査
報
告
や
一
般
質
問
の

ペ
ー
ジ
ご
と
に
担
当
委
員
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
編
集
を
行
い
、
最
終
的
に
委
員
会
と
し
て
検

討
し
な
が
ら
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
。

　

特
に
常
任
委
員
会
や
予
算
委
員
会
で
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
重
要
視
し
て
お
り
、
詳
細
な
質

疑
答
弁
を
掲
載
し
て
い
る
。
比
較
的
文
字
が
多
い
紙
面
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
章
の
段
組
等
が

統
一
さ
れ
て
お
り
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
修
で
は
、
私
ど
も
に
対
し
て
も
多
く
の
質
問
を
い
た
だ
き
、
編
集
委
員
の
熱
意
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
広
報
編
集
の
み
な
ら
ず
、
議
会
運
営
の
様
々
な
話
題
等
で
意
見
交
換
が
で
き
、
非
常

に
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

　

丸
森
町
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
全
国
町
村
議
長
会
の
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
優
秀
賞
等
を
何
回
も
受
賞
し
て
い
る
。
毎
号
20
ペ
ー
ジ
以
上
の
紙
面
構
成
で
、
写
真
等
を
多

用
し
、
文
字
説
明
を
出
来
る
だ
け
簡
潔
に
し
、
見
や
す
さ
読
み
や
す
さ
を
追
求
し
て
い
る
。

　

ペ
ー
ジ
ご
と
に
担
当
委
員
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
編
集
に
あ
た
り
、
写
真
等

も
す
べ
て
委
員
が
撮
影
し
て
い
る
。
一
般
質
問
は
一
人
一
ペ
ー
ジ
を
使
用
し
て
い
る
が
、
文
字

数
は
７
０
０
字
程
度
で
ま
と
め
、
写
真
等
を
大
き
く
使
い
、
非
常
に
す
っ
き
り
と
見
や
す
い
構

成
で
あ
る
。
ま
た
、
広
報
に
関
す
る
研
修
会
等
に
も
委
員
が
積
極
的
に
参
加
し
、
専
門
家
か
ら

指
導
を
受
け
、
知
識
と
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
回
視
察
し
た
二
つ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
紙
面
構

成
や
レ
イ
ア
ウ
ト
等
は
異
な
っ
て
い
る
が
編
集
委
員
の

「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る
思
い
は
共
通
し
て
お
り
、
編

集
委
員
は
議
会
の
あ
り
の
ま
ま
の
情
報
を
発
信
す
る
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
見
て
い
た
だ
き
、
市
政
の

今
、
議
会
の
今
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
潮
来
市
議

会
だ
よ
り
」
の
充
実
に
向
け
、
委
員
一
同
努
力
し
て
い
き

た
い
。 議

会
広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修
報
告

議
会
広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修
報
告

（
平
成
25
年
10
月
31
日
・
11
月
１
日　

宮
城
県
白
石
市
議
会
・
丸
森
町
議
会
）丸森町議会にて丸森町議会にて
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【請願】 請願を提出する場合は、請願の内容に賛意を表す議員（紹介議員）
の署名が必要です。提出された請願は議会で審議し、採択か不採択
かを決めます。 

【陳情】 陳情には紹介議員は必要ありませんが、陳情の場合は原則として議
員配付のみとなり 議会での審議は行いません。提出された陳情
は、原文のまま印刷し、議員全員へ配布します。　　　　　

詳しくは議会事務局へお問い合わせください　TEL６３－１１１１（内線３０１）

　市政等について意見や要望がある場合、請願や陳情を議会に提出して
市政に反映させることができます。請願や陳情は、どなたでも（個人、
団体）提出することができます。

請願・陳情請願・陳情についてについて

議員が寄附をすること、議員に寄附を求めることは

法律で禁止されています
　政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ること、有権者
が寄附を求めることは法律
で禁止されています。違反す
ると処罰されます。
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輝
か
し
い
平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え
謹

ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
こ
の
６
人
の
メ
ン
バ
ー

で
議
会
広
報
委
員
会
の
編
集
を
始
め
て
２

年
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。

　

議
員
に
な
っ
て
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
て
、広
報
委
員
に
配
属
さ
れ
、副
委

員
長
と
し
て
田
崎
委
員
長
を
補
佐
し
な
が

ら
無
我
夢
中
で
活
動
し
た
２
年
間
で
し
た
。

　

市
議
会
も
２
月
か
ら
新
し
い
委
員
会
に

変
わ
り
ま
す
の
で
広
報
委
員
会
に
配
属
さ

れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
委
員
会

に
行
っ
て
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

潮
来
市
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
新

し
い
予
算
案
が
出
ま
す
。
市
で
は
様
々
な

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
我
々
議
員

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
委
員
会
で
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
少
し
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

読
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
読
み
や
す
い
紙
面

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
市
民
の
皆
様
ぜ
ひ
議
会
傍
聴
へ
お
越
し

下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
村
山　

正
光
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

田
崎　
　

清

　

副
委
員
長　
　

村
山　

正
光

　

委　
　

員　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

博
子

　

今
回
12
月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

議
員
の
質
問
に
対
す
る
市
執
行
部
の
答
弁
を
聞
き
な
が
ら
、

議
会
の
雰
囲
気
は
こ
の
様
な
も
の
か
と
思
い
、
ま
た
、
質
問
議

員
の
一
人
の
持
時
間
は
90
分
、
答
弁
に
納
得
で
き
な
け
れ
ば
再

質
問
、
再
々
質
問
ま
で
出
来
る
こ
と
等
、
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
普
段
我
々
一
般
市
民
は
、
選
挙
が
終
わ
る
と
市
政
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
議
会
議
員
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

か
、
徐
々
に
関
心
が
薄
れ
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
む
く
ら
い
が

私
を
含
め
大
多
数
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
質
疑
応
答
の
内
容
は
、
台
風
26
号
の
災
害
に
つ
い
て

と
今
後
の
防
災
対
策
は
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
時

間
を
掛
け
、
熱
の
入
っ
た
質
問
答
弁
が
続
き
、
大
変
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
内
容
を
生
か
し
、
防
災
対
策
を
よ
り
確

実
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
有
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

市
執
行
部
と
議
会
が
情
報
を
共
有
し
、
十
分
な
検
討
、
議
論
を

経
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
子
育
て
、
小
児
医
療
問
題
、
高
齢
者
に
対
す
る
詐
欺

対
策
、
地
域
の
水
道
水
、
下
水
道
問
題
等
が
真
剣
に
討
議
さ

れ
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
過
ぎ
ま
で
の
長
時
間
、
初
め
て

の
経
験
の
た
め
緊
張
が
続
き
大
変
疲
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
議
会
や
市
政
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
良
い
機
会
を
得
た
と
思

い
ま
す
。

古
宿
区
区
長　

生
井
澤　

清
司

編
集
後
記

編
集
後
記

議会傍聴へお越しください議会傍聴へお越しください 次回定例会は次回定例会は　　３月４日（火）　開会予定です３月４日（火）　開会予定です

４２７人のゴルファーが、熱戦を繰り広げました。

議長杯グラウンドゴルフ大会議長杯グラウンドゴルフ大会（１２月４日・かすみの郷運動公園）（１２月４日・かすみの郷運動公園）

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

優　勝　高畑初三 さん（中・四丁目天寿会）

準優勝　仲澤春司 さん（右・江寺江楽会）

三　位　茂木光江 さん（左・横須賀西高齢者クラブ）


